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工事監査の結果について 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律６７号）第１９９条第５項の規定により工事監査を実施  

 

したので、同条第９項の規定によりその結果を別紙のとおり公表します。 
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平成２４年度工事監査結果について 

 

Ⅰ 監査の概要 

 

１ 監査実施日 

平成２５年２月１日 

 

２ 監査対象 

市が施工中の工事の中から、設計金額、進捗状況等を勘案し、水道部下水道課

が所管している「観音排水区(第２１７工区)工事(下水道工事)」を本件監査の 

対象とした。 

 

３ 監査方法 

本件監査の執行には、工事技術に関する専門的知識を必要とするため、社団 

法人大阪技術振興協会との間に業務委託契約を締結し、同協会から派遣された 

技術士の支援の下、関係職員からの説明を聴取しながら書類ならびに現場の調査

を行った。 

 

４ 監査結果 

    計画、設計、積算、契約等の事務ならびに現場の施工状況は、概ね良好で 

あった。今後とも技術力の向上に努力されることを期待する。 

 

 

Ⅱ 個別的事項 

 

１ 工事概要 

本工事は、下水道整備基本構想に基づき本市の下水道事業の一環として分流式

で施工されている。尚、市の下水道人口普及率は平成２３年末で９８．３％とな

っている。 

（１）工事場所   大東市寺川５丁目地内 

（２）工事内容   区間延長 L＝456.7m 

     管体延長 L＝432.62m 

開削工法 

        ⅤＵ φ200ｍｍ Ｌ＝455.80ｍ（管体延長Ｌ＝422.61ｍ） 

        ⅤＵ φ250ｍｍ Ｌ＝ 10.90ｍ  (管体延長Ｌ＝ 10.01ｍ)   

 マンホール設置工 組立Ｙ号人孔  8 基 

塩ビ人孔             39 基 

 ます設置工 塩ビ製汚水マス    51 箇所 
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 付帯工              １式 

（３）工事請負業者   （有）カナモト組  

     住      所   大東市寺川３－８－１４ 

      現場代理人   金本秀浩（１級土木施工管理技士、平成１３年２月取得） 

              経験年数：１２年 

      監理技術者  なし 

       主任技術者   金本秀浩（１級土木施工管理技士、平成１３年２月取得） 

            経験年数：１２年 

（４）設計業務委託業者 

      ㈱ アスコ （業務年度 平成１６年度） 

（５）工 事 費 

      設計金額  ５７，５４６，３００円（消費税を含む） 

      請負金額  ３０，９５４，０００円（ 同   上  ） 

（６）工事費落札率：（対設計：５３．８％） 

入札形式・業者数： 事後審査公募型指名競争入札・６社 

契 約 形 態 ： 指名競争 

（７）監理業務   自主監理 

 （８）工事期間 

      平成２４年 ９月１９日 ～ 平成２５年 ３月３１日 

（９）調査日現在の工事進捗率 

    計画出来高 ５０％ 実施出来高 ６０％（１０％進み） 

（１０）公告または指名通知   平成２４年８月１日 

（１１）入札年月日    平成２４年８月３０日 

（１２）財 源 内 訳    社会資本整備交付金５０％、起債４５％、 一般財源５％ 

（１３）低入札の有無   有 

（１４) 契約年月日      平成 24年 9月 18 日 

（１５）履行保証体系    セコム損害保険㈱ 定額支払（H24．9.19～H25．3.31） 

（１６）工事監督員職氏名 

   水道部 下水道課  工事担当  山 本  晃  

 

２ 調査の内容及び実施結果等について 

［総 評］ 

提出された工事関係調査資料を検分した結果、総体的に良く整理され管理 

状態も良好であったと評価できる。当工事の各関係機関との協議関係、施工 

状況、施工管理、各種使用材料検査等についても、提出された工事関係監査 

資料に基づいて技術的事項の実態を書面調査するほか担当者から説明を聞いた

結果、総体的に良好であったと評価できる。 
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（１）設計について 

・下水道施設計画設計指針と解説、大東市下水道定規図Ⅳ、大東市下水道施設

の整備および監理に関する取扱要領、大東市開発指導要領等に基づき設計され

ていた。 

・管渠の設計における計画水量は、ｈａ当たり計画時間最大汚水量 0.00１（㎥

／秒／ｈａ）、管渠埋設工法は開削工法、汚水管渠にあっては 200mm、     

雨水管渠および合流管渠にあっては 250mm 

・埋設深さについては、道路管理者と協議し、最小土かぶりを原則として 1.0m、

最大 2.0m とした。また、勾配の決定については、流速 1.0ｍをまもることを

基本とした。 

    管の種類と基礎の選定  ⅤＵ管 

  管 径  ⅤU 管 径２００ｍｍ 

  勾 配   5.4% 

下水道設計指針 （大東市下水道部の下水道定規図） 

・支障配水管移設工事施工に伴う地元協議については、事前に家屋調査 

（４５軒）が実施されていた。それ以外の家屋についても着手前に地元説明を

し、必要により家屋調査を実施してその記録を保管しておくことが望ましい。 

（２）現場の施工管理について 

・工事現場は、管渠工（硬質塩化ビニール管）敷設中であり、施工状況を見た

結果、概ね良好であった。 

・施工計画書に記載した内容は、施工業者が当該工事で実際に施工することを

具体的に文書にし、そのとおりに施工することを約束したものである。したが

って、監督員は常に施工計画書と現場の整合性を確認しておくことが重要で 

ある。 

・安全管理の基本目標は人命尊重、経営経済、社会的信頼である。したがって、

安全管理は、請負業者のみならず発注者側も一体となって取り組むことが肝要

である。 

・現場で発生した残塊、残土は下記の場所に処分されていた。 

残塊処分地：処分業者 前田道路㈱ 

 処分地  寝屋川市葛原２－１ 

 許可番号 第 02720006048 号 

  処分方法 破砕 

 距 離  8.0km 

残土処分地：処分業者 飯田建設工業㈱ 大東ＡＲセンター 

 処分地  大東市平野屋２丁目３９７－１ 

 処分方法 土質改良 

 距 離  4.0km 

処分量については、それぞれ受け入れ箇所の報告を受け確認されていた。 
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（３）安全管理について 

・現場は、請負業者の会社の近くであるため現場事務所を設置しておらず、 

作業主任者等の掲示及び標識は現場の資材置き場に設置されていた。 

・日頃実施されている安全教育（新規入場者教育、安全教育実施報告書、危険

予知活動など）、パトロール実施状況、無災害延べ労働時間等々も現場では確認

できなかったが、即座に現場で確認できる環境が望ましい。 

・また、工事現場付近住民や通行者に対し、「工事現場における表示施設等の 

設置基準」に基づき工事の目的、工事期間、発注者機関および施工業者名、 

緊急時連絡先などは見えやすい場所に掲示されることが望まれる。 

・この他に「土木工事安全施工技術指針」、「建設工事公衆災害防止対策要綱」

も併せて参考にして安全確保に努められたい。 

                             以 上 

 

 


